
観光客だけでなく地元の人たちが日常的に利用する別府の温泉。

とくに「ジモ泉」と呼ばれる公共浴場には、独特のルールが存在しています。

別府八湯温泉道名人会の理事長であり、ゲストハウス「In Bloom Beppu」の

花田潤也さんに温泉の入り方について教えていただきました。

大切なのはあいさつと気遣う心。要点を覚えて、素敵な温泉時間を過ごしましょう。

重要なのは、初めのあいさつ。元気にあいさ
つすることで一気に打ち解けることができ
ますよ。お風呂から上がって帰るときも忘れ
ずに。

大きな浴槽にテンションが上がり思わず湯
船にざぶん！と入りたいところですが、まず
は掛け湯をしましょう。

地元の人は熱いお湯好きも多いので、あわ
てて水を入れたくなる時もあるでしょう。で
もそこはちょっと待って「水をいれていいで
すか？」と一声かけましょう。

「浴槽のふちに座らない」というのも覚えて
おきたいマナー。別府以外ではあまり聞かな
いルールですが、嫌がる人も多いようです。

やってしまいがちですが、タオルを湯につ
けるのも NG。「お湯に浸かるのは体だ
け」です。

長い髪は湯船に浸かる前にアップにしてお
きましょう。

マナーばかりで窮屈だと
感じるかもしれませんが、
そんなことはありません。
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